
１．研究課題名：廃棄物の焼却処理に伴う化学物質のフローと

環境排出量推計に関する研究 

 

２．研究代表者氏名及び所属： 

  小口 正弘（国立研究開発法人国立環境研究所） 

 

３．研究実施期間：平成 27～29 年度 

 

４．研究の趣旨・概要 

化学物質によるリスク低減に向けて廃棄物処理における化学物質排出管理は重要であ

るが、特に産業廃棄物焼却については廃棄物の性状や処理フロー等が多様、複雑であるた

めに、排出量の把握、推計が課題である。 

本研究では、産業廃棄物焼却に着目し、処理施設の類型に応じた廃棄物と含有物質のフ

ロー推計、排出実態調査・解析、室内焼却実験や熱力学平衡計算による排出基礎特性解析

に基づく排出係数の作成を行い、産業廃棄物焼却からの排出量推計の試行と推計手法、基

礎データの取りまとめを行う。 

以上より、PRTR 届出外推計における産業廃棄物焼却施設からの排出量推計の実現、廃

棄物処理における化学物質管理に向けた基礎的知見を提供する。 

 

５．研究項目及び実施体制 

① 産業廃棄物焼却施設の類型化（公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター、国

立研究開発法人国立環境研究所） 

② 廃棄物および含有物質のマテリアルフロー推計（国立研究開発法人国立環境研究所、

埼玉県環境科学国際センター、有限会社環境資源システム総合研究所） 

③ 廃棄物焼却における物質排出挙動特性調査解析（静岡県立大学、国立研究開発法人

国立環境研究所） 

④ 実施設からの排出実態調査・解析と排出係数作成（埼玉県環境科学国際センター、

静岡県立大学、国立研究開発法人国立環境研究所） 
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